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司会：理化学研究所（理研）も、ここへきて“イノベ

ーション”を非常に意識した活動をしています。理

研の中の基礎研究者にも、対外的にもイノベーショ

ンの展開をということで、理研を叱
しっ

咤
た

激励してい

ただければと思います。まずイノベーションについ

てお話しいただきたいと思います。

日本のイノベーションの現状と問題
野依：国も巨額の予算を投入して基礎研究を推進

していますが、なかなか社会的かつ経済的な効果

の創出に結び付かない。これは日本だけではなく

て、世界的な傾向ですが、その理由は三つあると

思います。

まず、基礎科学があまりに細分化してしまって、

骨太の研究成果が少なくなっていること。二つ目は、

基礎研究から産業界への橋渡しの問題。三つ目は

かなり深刻なことですが、産業活動の相当の部分

が社会的受容性を失いつつあるのではないかとい

う懸念です。研究と技術開発の結果が、社会に対

して利益だけではなく、リスクをもたらしていると

いう現実があります。それを回避するためにも、

研究者と企業人とが共通の価値観を持って、より

包括的な活動を行う必要があると思います。

黒川：それぞれの国が、科学技術の基礎研究そし

て応用研究は非常に大事であると認識し、国の投

資を増やそう、というのがすべての基本だったと

思います。ところが、その流れの中では、イノベー

ションという言葉はほとんど出ていないのです。

1994年ごろから突然増えたんですね。急に増えた

理由は二つあると思います。

一つ目は、日本だけでなく世界中が科学技術にさ

まざまな大きな投資をした結果、経済成長して、社会

が変わり、人類はこの100年で4倍の66億人になった。

けれども、本当に良い社会をつくってくれているのか

ということ。二つ目は、産業、経済は確かに大事だけ

れども、地球温暖化、環境破壊、水不足などグロー

バルな問題について、情報が急激に広がり世界中の

人が知るようになった。それらの問題を科学技術は

果たして解決してくれるのか、という心配ですね。

野依：そうですね。イノベーション、産学連携で産

業技術を創出すると言っているけれども、もっと大事

なことは、各種ライフラインの確保。水、食糧、エネ

ルギー、環境、感染症、自然災害、こういった問題だ

と思います。これらの問題の研究を誰が担うか。こ

れは、採算が取れるとは限りません。そういうところ

に、やはり独立行政法人がかかわっていかないとい

けない。もちろん、これらは日本の中だけではでき

ません。国際協調、その観点が必要だと思います。

理研がイノベーションに貢献できること
野依：理研も基礎研究を産業界にまで届くように

展開しなければいけません。そのためにはリレー

競技に例えて、バトンを産業界に渡すための“バト

ンゾーン”が必要だと考えてきました。これからは、

基礎－応用－開発というリニアモデルをパラレル

モデルに変えて、併走する状況が必要と考え、現

在、いろいろな連携プログラムを実施しています。

相手が国内にいなければ、海外の企業との連携

も考えます。2007年から、企業と連携してイノベ

ーションを生み出すことを目的に、企業名をセンタ

ーの名前に入れた「連携センター制度」を立ち上

げました。将来を楽しみにしています。

バトンゾーンをつくることによる最大の効用は、人

野依良治 理事長 × 黒川清 内閣府特別顧問（前 日本学術会議会長）

新春対談

KUROKAWA Kiyoshi 黒川清 内閣府特別顧問（前 日本学術会議会長）

特別企画
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材の育成です。企業人と理研人は、背景も本来の

使命も違うが、具体的な共通の課題に取り組むこ

とによって触発され、新たな視点あるいは価値観が

生まれてくる、これが大変大きいと思っています。

黒川：米ソの冷戦が終わった1991年に、第二次世

界大戦後を支配してきた大きなパラダイム（枠組み）

がなくなって、突然、マーケットの“グローバリゼー

ション”という言葉が登場し、増えたマーケットをど

こが取るかという話が出てきました。グローバリゼ

ーションは、避けられない流れです。この流れの中

で、日本はバブル経済の頂点でした。その後を見

ていれば明らかですが、日本のガバナンス（統治）、

研究、産学連携は果たしてやっていけるのか、国内

のニーズだけ見ていても仕方ありません。それが

今、日本の一番の弱さになっています。この10年、

アジアのほかの国は、一気に新しい視点を取り入

れました。米国で教育を受けたPh.D.（博士）、

M.D.（修士）がたくさんいて、グローバルなビジネス

展開をしています。その差はものすごいですね。

野依：同感です。日本の産業界の特徴は、ものづ

くり、単一技術に強い一方で、アンブレラ型の総合

技術の開発は不得手です。例えば、携帯電話の部

品は相当な部分が日本製ですが、電話機自体はま

ったく世界競争力を持ち得ない。内需にとどまっ

ています。社会的な価値を生み出すイノベーション

の創出で、世界規模の市場を獲得する製品を開発

するとなれば、技術開発者や責任者たちはグロー

バルな社会、文化に通じていなければなりません。

企業も優れた外国人をもっと積極的に登用し、一

方で日本の若者を欧米、アジア、中国などにどんど

ん送り出す必要があります。ですから、私もかか

わっていますが“教育の問題”、ここからやらない

といけないと思います。

黒川：おっしゃる通りです。日本には優秀な技術

者はたくさんいます。もちろん、大企業に多いので

すが、中小企業にも素晴らしい人がいます。日本

は“ものづくり”が得意といわれますが、原理は米

国人が考えています。それをひたむきにつくって磨

き上げる技術者が、中小企業にいるんです。とこ

ろがその匠
たくみ

の技をどう活かすか、それを世界のマ

ーケットといかに結び付けるか、これが弱い。新し

い組み合わせが誕生したら、とんでもないことが起

こる可能性があります。企業の研究者が大学の研

究者と組んで面白いことをやるとか。これは一人

でやる必要はない。それぞれの役割で能力の高い、

経験のある人たちでやる、これが大事なのです。

それと、高い志、社会的な正義、あるべき姿だと

思ったことに突っ込んでいく情熱がない限り、何か

新しいものはできないですね。研究者も美しい姿

を見つけたいとか、そういう情熱がすごく大事です。

野依：そのためにバトンゾーンをつくって、違った

背景を持つ研究者が一緒になって一生懸命やるこ

とが大事です。それをだんだん国際的に広げて大

きなフィールドにしていくことが。黒川先生は、全

世界をまたにかけて、多彩に活動していらっしゃ

ると感心しているんですよ。

国際化――人材は宝
司会：世界のグローバリゼーションにいかに対応

していくか。理研は野依理事長のイニシアチブで、

外国人研究者の割合（11％）をさらに増やし、一方

では理研から海外へどんどん研究者を輩出しよう

と、いろいろな試みをしてきました。

野依：「公共の利益が自己の利益を決定して初めて

社会的に正統な存在になる」という考えがあります。

理研は公的機関ですから当然その立場にあります

し、理研に所属する人たちも、この考えを共有してほ

しいと思っています。国内のみならず、国際社会の信

頼に応える存在として、さらに広く人類社会のために

貢献したいと考えています。そのためにも理研の国際

的な認知度を高めることが必要で、人材確保は不可

欠です。脳科学総合研究センターや免疫・アレルギー

科学総合研究センターなどでは、サマープログラムを

つくって短期的に海外の学生を受け入れています。

また、世界における優れた若手人材を育成する制度

として「国際特別研究員制度」を創設しました。積極

的な人材確保と育成を始めたところです。

NOYORI Ryoji 野依良治 理事長
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黒川：人材の育成がすごく大事だと強調され始め

たのは1990年くらいからです。当初、人材を表す

言葉として“ヒューマンリソース”が使われていま

したが、ここ10年の間に“ヒューマンキャピタル”と

いう言葉が使われるようになってきました。キャピ

タルとは財宝の“財”です。

ところが、日本の大学はなかなかオープンにならな

いですね。今、世界中の大学が学部教育にいかに

して良い人材を集めるか、そのことにものすごく苦労

しています。大学院と違って学部の学生には、将来

の政治家、研究者、産業界の人などいろいろな人が

集まっています。卒業後も学生時代と同じように分け

隔てなく付き合える人間関係を、高校か学部で築か

ないといけないという意識が世界的にあります。マサ

チューセッツ工科大学（MIT）のすごくクリエイティブ

な「メディアラボ」でも、同じ価値観や同じ文化的な

背景を持った研究者を、たとえ彼らが優秀だとして

も一ヶ所にたくさん集めるのは最悪、いかに違う背

景を持った人を集めるかが大事だと言っています。

野依：特に若い人は将来の競争相手、協力者がど

ういう実力を持っていて、どういう文化を持ってい

るかを知らないと駄目ですね。純粋培養はひ弱で

腐敗するだけです。

黒川：終身雇用、年功序列、そこで昇進した人は

トーナメントで勝ち続けた人、一回負けたら駄目と

いう人です。一番強いのは、リーグ戦で勝ち残っ

た人でしょう。つまり、失敗にくじけない人、失敗

を活かした人。例えば検索サイト「Google」やゲー

ム機「Wii」を開発した人たちが、そうです。彼ら

は、とんでもない価値を生み出しました。

野依：新しい価値。やはり創造性を育む文化が必

要で、異端の勧め、前衛の勧めが必要だと思いま

す。独創的であるというのは、初めは異端に決ま

っている。少数派でなければいけないのです。

黒川：違っているというのは、すごく大事ですね。

グローバルなマーケットがあって、グローバルに自

分の価値観を共有できる人、あるいはグループが

どこかにいます。例えば、戦後のソニー㈱の盛田

昭夫さん。世界で一番になるんだ、という志でビ

ジネスをする人がいることが大事なんです。日本

国内にマーケットがあるからといって、そこに安住

しないで世界で一番になりたいという人が、めっ

たにいないところに情けなさを感じます。

野依：日本の場合、国内の相対的評価に甘んじて

いたんです。理研は年間2000報を超える優れた

研究論文を発表しています。この中で飛び切りの

良い成果を世界中に知ってもらおうと『RIKEN

RESEARCH』という冊子とホームページをつくっ

て配信しています。非常に評判がいいようです。

黒川：イノベーションの閣議決定 1には、人材につ

いて“出る杭
くい

”を伸ばすという表現が4ヶ所も出てきま

す。そんな文章が入っている閣議決定は前代未聞

ですね。“出る杭”がいかに大事か、ということです。

教育は、次の世代を育てることですから、学校

の先生は社会の宝です。すごく大事なのは、先生

をやる、研究をする、ビジネスをするかは人によっ

て違いますが、情熱があって、その情熱を誇りを

持って追求しているかどうかです。その職業への

情熱と誇りを持っている人を、周囲の人々や社会

が「立派な人だね」と認め、それがまわりの社会に

波及していくことで健全さを保った、もっと明るい

社会になると思います。

野依：教育は世代を継承していくために、一番大

事なことですね。ところが大学は、先生たちが研

究者であっても教育者ではなくなってきているのが

問題です。大学は学生を育てるところですが、理

研はユニークな研究者を育てて世界に向かって輩

出しなければいけないと思っています。

理研に期待すること
司会：理研は独立行政法人という枠組みの中で行

政改革の対象になるなど、いろいろな議論が起き

ています。次の世代を担う研究者に対して、理研

がもっともっとやるべきこと、理研に期待すること

をお話しいただければと思います。

黒川：まずは人づくりです。一人ひとりの研究者に、

3年くらいの十分な期間を与える。上の人が若い

研究者を自分の手足のように思っていることがあり

グ ー グ ル

ウィー
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ますが、それはまずいですね。ロバート・ホロビッ

ツ 2は「若い研究者の良いところをどうやって伸

ばすか、いかにその機会や場所をつくるかに一番、

力を入れている」と言っていました。彼の先生の

シドニー・ブレンナー 3も「大学院の学生で採用

できるのは毎年せいぜい一人。毎日2時間みんな

と話さないと良い人は育たない」と。若い人たち

は、そういう場での話に鼓舞されて、3年か4年で

ほかのところに移ってしまう。そうして育てられた

人たちの層の厚さは、すごいと思いますね。

日本の若い人たちもとても可能性があるので、ぜ

ひ理研に行きなさいと言いたいですね。その人たち

のために新しい分野をつくってくれるといいですね。

野依：理研は5年の中期計画をつくっています。私

は、理研はサステイナブル 4でなければ駄目だと

思っています。もちろん国の施策を担う戦略的な

研究を組織的に推進することが主ですが、理研の

ような研究開発型の独立行政法人では、個々の研

究者の自由な発想による学術研究も大事です。そ

れを通して、若手の研究者の育成、教育機能を非

常に重視してやっていかないと、たとえ直近の5年

間で成果が出てもその次につながっていきません。

黒川：おっしゃる通りです。論文の発表数や引用数

で評価するのではなく、5年、10年の期間で見て、

「理研には誰々がいた」ということが大事です。理

研は世界の研究社会で既にブランドになっていま

す。理研で過ごした時期が自分の糧
かて

になっている

という研究者が、いかに増えるかです。今までのよ

うな日本の内向きな人材登用では、この人は伸びる、

スターになる、といった話がなかなか見えてきませ

ん。難しいとは思いますが、長期的には理研は常

に世界的レベルの人たちを輩出していると、世界に

分かってもらうことが大事ですね。

野依：今、理研を外からながめると、国のプロジェ

クトを戦略的に進めているように見えると思います

が、実はほとんどの課題が、これまで地道に質の

高い学術的な研究を継続してやってきたことに基

づいています。国から研究課題を与えられている

のではなくて、実のところは理研側が提案してい

るんですよ。ここが非常に大事なことで、自律的な

活動が重要な理由です。

黒川：研究は成果を出すことが大事ですが、成果

を出すのは人。ある人が成果を出すと、そのライン

のことを連綿と続けていくだけになる。だから新し

いシーズを出してくる人がとても大事なわけですね。

野依：そこでやはり大事なのは、多様性、流動性

であり、ダイナミズムです。これはもっともっと強調

したいですね。

黒川：そうですね。次世代を担う世界中のいろい

ろな同世代の人、あるいは5歳くらい若い人たちと

切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

したら、いかに競争相手が多いかが分か

りますからね。問題がないわけではありませんが、

私は理研にはすごく期待しています。理研に入っ

たら2年くらいは、どこか国内外のほかの研究室と

共同研究して切磋琢磨してほしいですね。

野依：研究者もみんな、内向きなんですよ。外向

きと見える場合でも、数百人しか仲間がいないよ

うな自分の専門のアカデミーとしかつながっていま

せん。もっと広く見なければいけないですね。私

は“際
きわ

”というのが大事だと思っています。“学際”

が大事でしょう、それから“国際”も大事ですよね。

あと“社会際”というか、社会にもいろいろな分野

があるわけですから、その“際”を大事にしないと

いけないと思っています。

黒川：それは野依先生がおっしゃった、異業種と

か、異なった価値、異なった考えの人をたくさん雇

い、一緒に仕事をし、いかに付き合うかという問

題ですね。自分の考えとは違った考えに出会うこ

とですね。

野依：黒川先生とは専門も違いますが、いつもお

目にかかって触発されています。本日はありがとう

ございました。

1 長期戦略指針「イノベーション25」の閣議決定（2007年6月1日）

2 1947年米国生まれ、2002年ノーベル生理学・医学賞受賞。

3 1927年米国生まれ、2002年ノーベル生理学・医学賞受賞。

4“持続可能な”という意味。将来の環境や次世代の利益を損なわない範囲内で社会
発展を進めようとする理念。
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